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　　　　　　　第7図　姉ケ崎層中の主要花粉・胞子の産出頻度図
　試料No．1～6の採取地点の柱状図と層位は第5図に示してある。
　AP－1，　AP－2，　NAP，　FGP，　FSの記号は第5表と同じ。＋は1％未満の検出。
AP－2はほとんど産出しない。　NAPではCyperaceaeが良く検出された。
　③木更津市清見台，祇園貝塚下の露頭（Loc．14），試料No．3，4，層位：姉ケ崎層下部のKmP－1
の下位約2m，岩質：暗灰色シルト，厚さ：100　cm（試料No．3は上部40　cm，同N。．4は下部
60cm）。
　試料No．3ではAP－1はPinusが良く見出された。　AP－2はAlnusが高い検出率を示した。
NAPはCyperaceae，　Gramineae，　Artemisia等が良く検出され，　FSも比較的多い。
　試料No．4では樹木花粉としてAlnusが良く検出されるほかは，　AP－1，　AP－2ともに少い。
NAPはGramineaeが非常に高い検出率を示した。　FSも比較的多い。
　④袖ケ浦町長浦駅前の宅造地（柱状図なし），試料No．5，層位：姉ケ崎層下部の基底から約1
m上位，岩質：黒色泥炭，厚さ50cm。
　AP－1，　AP－2ともあまり見出さない。　NAPはGramineae，　Cyperaceaeが多く検出された。　FS
は非常に多い。
　⑤市原市荻作の土採り場（L。c．19），試料No．6，層位：姉ケ崎層下部のKm－1の層準，岩質：
黒色泥炭，一厚さ：100　cm。
　AP－1の検出率が高くAP－2は比較的少い。　AP－1ではTaxodiaceae，　Sciadopitys，　Pinusなどが
目立ち，AP－2ではほとんどがAlnusである。　NAPではCyperaceae，　Gramineae力移く産するか，
このほかTypha（ガマ属）やMyriophyllum（フサモ属）も特徴的である。
　以上のべたことから姉ケ崎層が堆積した時代の古環境を復元すると次のようになる。
　姉ケ崎層上部については試料No．1（木更津市三光路）のデータしかないが，ここではGrami・
neae，　Cyperaceae，　TaxodiaceaeなどのNAPの種類と検出率が多いことが特徴である。これら
NAPの中にはTrapa，　Nymphoides（マサザ属）のような水草の花粉が検出された。従って古環
境はGraminea，　Cyperaceaeを中心として草原が考えられ，そこはTrapa，　Nimphoidesなどの水
草が生育できる水の充分あった環境と推定される。そしてAP－1として検出されたTaxodiaceae，
Crypt。meria，　Sciadopitys等の樹木は，この草原の周辺に森林を形成していたものと考えられる。
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写真2　姉ケ崎層中の花粉化石
1；Picea（試料No．1）
3；Pinus（試料NQ．1）
5；TaxQdiaceae（試料NQ．1）
7；Sciadopitys（試料No．1）
9；Betula（試料No．1）
11；Trapa（試料No．1）
13；Gramineae（試料No．1）
15；CyPe「iaceae（試料NQ．1）
2；Pinus（試料No．1）
4；Tsuga　sieboldii（試料No．1）
6；Cryptomeria（試料No．1）
8；Alnus（試料No．3）
10；Quercus（deci　duous）（試料No．1＞
12；Nymphoides（試料NQ．1）
4；Cyperaceae（試料No。1）
16；Mon。1ete　spore（試料No．5）
17；Monolete　spore（試料No．2）
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下総台地南部，木更津一千葉付近の下末吉面と小原台面
この時代の気候はSciadopitysがやや多く含まれていることからみて比較的温かかったものと考え
られる。このことは姉ケ崎層上部が高海面期に近い時代に沼沢地が点在するような三角州性の低地
に形成されたことを裏づけている。
　姉ケ崎層下部について試料の採取層位を整理すると試料No．3，4（木更津市清見台）とNo．5
〈袖ケ浦町長浦駅前）は同一層準でKmP－1の下位，試料No．6（市原市荻作）はちょうどK皿P－1
層準，試料No．2（市原市引田）はKmP－1の上位にくる。これらの試料については採取地点や層位
によって花粉構成に若干の差が認められるが，一般にGramineae，　Cyperaceae，　Monolete　sporeな
どのFSを主体とした草原的または沼沢地的な古環境で，ところによりAlnusを代表する樹林
の繁茂がみられる。かってKokawa（1963）は木更津市清見台（試料No．3，4）の泥炭層から
Menyanthesの種子を発見している。しかし一方でKokawa（1966）が温帯～暖温帯の気候を示すと
考えた長浦フローラは，試料No．3，4と全く同一層準にあたる袖ケ浦町長浦付近の泥炭層（試料
N。．5の採取地点付近）から産出した植物遺体の調査によるものである。今回の筆者の調査で
KmP－1付近の層準からはMenyanthesの花粉化石は発見できなかった。しかし市原市荻作（試料
N。．6）では，Tax。diaceae，　Sciadopitys，　Alnusなどの温帯から冷温帯に属する樹木花粉が多く発見
され，その他の地点でもあまり温暖な要素は認められない。したがって，姉ケ崎層下部のなかでも
とくにKmP－1のテフラ降下期の，花粉化石からみた古気候は低海面期を支持するものと考えられ
る。
6．　東京湾東岸地域の地殻変動
　最後に姉ケ崎層の堆積条件についてふれてみよう。姉ケ崎層基底面の高度分布（13）（第8図）をみ
ると丘陵地に近い南東側で著しい隆起傾向が認められるが，一方では小櫃川河ロの北方と村田川
：河口付近を中心とする2つの「沈降の目」のようなものが認められ，姉ケ崎層基底面の等高線は，
この2つの「沈降の目」に影響されて「うねりの構造」をなしている（14）。なお「沈降の目」に近い
木更津付近や姉ケ崎付近では木下層の最上部にKIP群が広く認められることからみて，これらの
地域の姉ケ崎層基底面の地形が，単に侵食によって形成されたものでないことは明らかである15）。
　姉ケ崎層の厚さは，この「沈降の目」の1つである小櫃川河ロ付近で最も厚く，周辺部でうすく
なる。また姉ケ崎層基底の礫層にみられるクロスラミナの方向性は，大体において基底面の地形に
支配されている。
　さらに木更津一千葉付近の下総台地の高度分布，養老川と村田川の下流部の流路や台地を刻む小
さな谷の方向も，この「沈降の目」に対して必従的である。小櫃川・養老川間の台地では，その高
度分布が低下する小櫃川河ロ部北岸で，姉ケ崎層の上位により新らしい河成堆積物（市原層：杉
原・細野，1974）が重なる。
　これらのことから上記2つの「沈降の目」は姉ケ崎層の堆積条件に大きく影響しているばかりで
なく，この沈降運動が下総下位面の陸化後も継続していることが考えられる。このような沈降域は
東京湾を中心とする造盆地運動の一環をなすものと考えられ，今後の東京湾西岸地域の調査によっ
一19一
’貧
?
総濠＿遜
輸晩
??
、・。つ・顕F
　　亀29－『
・一’_，ノ
§彰ノ1
匠］A
ζ圏B
70，ノ
　十十十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L一一一L」skm　　　　9
　　　　　　　　　　第8図　姉ケ崎層の堆積構造に関する図
A；姉ケ崎層堆積期における陸域（下総上位面および丘陵地），B；姉ケ崎層の分布する台地，
C；姉ケ崎層基底面の等高線（単位：m），D；姉ケ崎層（上部＋下部）の層厚（単位：m），
E；姉ケ崎層下部の分布範囲（黒点の西側に分布），F；姉ケ崎層の基底礫層の古水流方向。
て，その規模や形態さらには沈降速度が明らかにされるであろう。
7．今後の問題
　本稿では下総台地南部を中心とする地域における更新世後期の示標テフラ層の同定と，それに関
連する諸問題についてふれた。そして古環境に関する多くの資料の裏付けから下総上位面と下位面
とが，それぞれ異なる高海面期に形成されたことが明らかになった，後者を形成した小原台海進
は，前者を形成した下末吉海進と比べて，海進の規模はやや小さかったと考えられるが，このこと
については，各地の下末吉面と小原台面の構成層を再検討することによって明らかにしたい。
　この研究にあたって群馬大学の新井房夫氏にはテフラ中の斑晶鉱物の屈折率測定をしていただい
た。また都立大学の町田洋氏には現地調査に同行していただいた。珪藻分析と花粉分析はパリノ・
サーヴエイ株式会社に依頼した。ここにお世話になった方々に厚くお礼を申し上げたい。なおこの
研究には昭和51・52・53年度の人文科学研究所研究費，昭和52，53年度の文部省科学研究費（一
般研究C，課題番号258102，358098）の一部を使用した。
一20一
下総台地南部，木更津一千葉付近の下末吉面と小原台面
参考文献
青木直昭・堀口興・山下不二子・上条ひろみ（1968）房総，木更津および姉ケll奇付近の更新統。地質雑，
　74，　319－325．
青木直昭・堀口　興・馬場勝良（1970）房総，姉ケ崎一千葉市付近の更新統。地質雑，了6，303－308．
青木直昭・馬場勝良（1971）　木更津一市原地域の瀬又，上泉および成田層の貝化石群とその産出層準。地
　質雑，77，137－151．
青木直昭・馬場勝良（1973＞　関東平野東部，下総層群の層序と貝化石群のまとめ。地質雑，76，303－308．
新井房夫（1972）　斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定一テフクロノロジーの基礎的研究一。第
　四紀研究，11，252－269．
新井房夫・町田洋・杉原重夫（1977）　南関東における後期更新世の示標テフラ層一特性記載とそれに
　関連する諸問題一。第四紀研究，16，19－40．
堀口　興・大原一男（1972）　房総，木更津一千葉地域の姉ケ崎層および成田層から産する珪藻化石群。地
　質朶筐，　78，　281－287．
関東第四紀研究会（1970）下末吉台地およびその周辺地域の地質学的諸問題。地球科学・24・151－166・
関東新生代構造研究グループ（1977）　関東地方の新生代末期における構造運動の特徴。地団研専報20号，
　241－256．
菊地隆男（1972a）　成田層産白斑状化石生痕とその古地理学的意義。地質雑，78，137－144．
菊地隆男（1972b）　下総層群の層序に関する問題点一青木直昭氏らの層序区分に対する批判一。地質
　雑，　了8，　611－623．
菊地隆男（1974）　関東地方の第四紀地殻変動の性格。「関東地方の地震と地殻変動」，129－146，ラティス
　社。
KIKu。。1，　T．（・976）S・，a・ig・aphy・nd　G・Q1・gi・S・・…ure・f・h・M・血・P1・i・t・ce・・。f　th・B°s°
P，ni。，ul。，　J。p。n，。nd　R・1・ti・・Ch・ng・・i・S・a　L・v・1　f・・m　th・Middl・t・L・t・P1・i・1・cen・・G・°g「・
　Rep，　TQkyo　Metorop．　Univ．，11，132－144．
KIKu。HI，　T．（・977）Pl，i、・。cen・S・a　L・v・I　Ch・ng・・and　Tec・・ni・M・v・m・n・・i・・h・B…P・ni…1・
　Central　Japan．　Geogr．　Rep．　TokyQ　Metorop．　Univ．，12，77－103．
K。，AYA，HI，　K。　MINA・Aw・，　K．，　M・・HDA，　M，　SHIMIzu，　H・・nd　KITA・Aw・・K・（1968）Th・O・t・k・
P。mice．F。11・D，p。、it　Pm－1・・aL…Pl・i・tQcen・Tim・－M・ker　i・C・・t・a1　J・p…」・Fac・S…Shi・・
　shu　Univ．，3，171－198．
K。KAw。，．S．（1963）N，w　L・cali・i…fF…i1　M・ny・・thes　i・J・p・n　with　Rec・n・id・・ati・n・f　it・M・・．
ph。m，t，i，　V・1・・Di…ib・ti・n．　J。・・．・Bi。1・O・ak・City　U・i…14・97－105・pL　2・
K。Kw。，　S．（1966）L。・，　C・n…i・F1・・a・・f・h・B…P・ni・・ul・・J・p・n・1・UpP・・P1・i…cen・fl・・al
　change．　Jour．　Biol．　Osaka　City　Univ．，17，1－45．
小島伸夫（1966）
　212．
町田　洋（1971）
東京湾の南東沿岸地域の地質構造一成田層群の研究　第6報一。地質雑，72，205一
ついて一。第四紀研究，
町田　洋（1973）
MAcHIDA，　H。（1975）
　Quaternary　Studies（R．　P．　Suggate＆M．　M．　Cresswell，　ed．，），　BulL　R◎yal　Soc．　N．　Z．　Wellington，215
　－222．
町田　洋・鈴木正男（1971）火山灰の絶対年代と第四紀後期の編年。科学，41，263－270．
N。。u、E，　Y．（1961）St・atig・aphy・・d　S・dim・nt・ti。・・f　th・L・t・C・n・・。i・D・p。・it・i・th・S・uther・
　Kanto－Region，　Japan．日本地質学地理学輯報，32，349－373．
南関東のテフロクロノロジー（工）一下末吉期以降のテフラの起源および層序と年代に
　　　　10，1－20．
南関東における第四紀中・後期の編年と海成地形面の変動。地学雑，82，53－76．
　　Pleistocene　Sea　Level　Qf　South　Kanto，　Japan，　Analysed　by　Tephrochronology．
一21一
大原　隆・菅谷政司・福田芳生・田中智彦（1976）　桜井層の化石（1．貝類・底生有孔虫類・蟹類・孤生
　珊瑚類・蔓脚類）。千葉大学教養部研究報告B－9，77－108．
杉原重夫（1970）下総台地西部における地形の発達。地理評，43，703－718。
杉原重夫・高原勇夫・細野　衛（1972）武蔵野台地における関東ローム層と地形面区分についての諸問題。
　第四紀研究，11，29－39．
杉原重夫・細野　衛（1974）下総台地，千葉一木更津地域の地形と地質。第21回ペドロジスト懇談会野外
　見学旅行案内，房総の自然と土壌，37－42．
杉原重夫（1976）　大宮台地の地形分類に関する提言一地形面区分について一。大都市周辺の「スプロ
　ール」現象に関する研究。第4冊分，24－32．
杉原重夫・吉村光敏・細野　衛・i森脇　広（1978）房総半島南部の後期更新世テフラ層と海岸段丘につい
　て。第四紀研究，16，255－262．
杉原重夫・新井房夫・町田　洋（1978）　房総半島北部の中・上部更新統に関するテフロクロノロジー。地
　質雑，84，583－600．
SuzuKI　M．（1977）Fission　Track　Age　of　Obsidians　in　Some　Marker　Tephras　in　South　Kanto（1），
　昭和51・52年度科学研究費補助金総合研究。（A）研究成果報告書（代表者：町田　洋），テフラ研究資料。
　78－2，　（i）一（血）．
竹内常行・杉原重夫・赤川泰司・矢田恒晴・石井晧・赤桐毅一（1976）　銚子半島と九十九里平野。日本
　地理学会予稿集，10（巡検案内），281－293．
矢島道子（1976）　千葉県木更津付近第四系の層序。日本地質学会第83年学術大会演旨，93．
後　　注
（1）両総台地ともよばれる。
（2）　関東新生代構造研究グループ（1977）はSIPおよびPm－1の同定根拠を示してほしい，とくに第10
　　図の武蔵野台地のSIPはPm－1ではないか。なお地形面の高度関係については，大宮台地の下末吉面
　　は古河地区造盆地運動の影響で高度分布が一般に低いと考えている。
（3）下総上位面の下末吉ローム層が水中堆積物であるならば，珪藻化石が多産することが予想された。
（4）珪藻化石の分析方法：試料をまずH202（過酸化水素水）で湯煎上20～30分加熱し，放置後傾濾法に
　　より3回残渣を洗い粗粒物を除去する。残渣中に有機物が残っていたのでさらに王水を使用し残渣を湯
　　煎上で暖めた。この作業を残渣が白くなるまで行った。これに要した時間は30～40分である。白くなっ
　　た残渣を傾斜法によって水洗し，濃集した試料について検鏡用に10cc程度を100　ccにうすめ，標本
　　が見やすいように準備した。最後にここから0．5ccを取り，プレパラート上にて自然乾燥させ封入剤
　　で標本を作った。
（5）試料No．2の泥炭層について花粉分析を行ったところAlnusが産出花粉・胞子の86％を占めると
　　いう異常とも思えるほど高い検出率を示した。したがって当時は周囲にAlnusの純林が形成されてい
　　たことが考えられる。なお木下層中の花粉化石の分析結果については別に詳しく報告する。
（6）　したがって灰白～黄灰色の火山灰質粘土によく認められる暗褐色または黄褐色の細管状斑点は必ずし
　　も継続的な水域の存在を意味しないと考える。
く7）大宮台地では鳩ケ谷面が下総上位面に相当すると考えられる。なお鳩ケ谷面の下位にくる騎西面は下
　　総下位面に対比できるであろう（杉原・細野，1972；杉原，1976）。
＜8）木更津市清見台（LQc．14）で姉ケ崎層の下位にくる上岩橋層中のTAm－5の斜方輝石γは1，704～
　　1，710（モード；試料No．68），清川層中のTB－8の斜方輝石γは1，728～1，734（モード；試料No．
　　108，109）であった。
（9）かつて杉原（1970）は下総台地西部の下総下位面を下末吉海進後における小海進期あるいは海面の停
　　滞期に形成されたと考えた。それは竜ケ崎砂層（または市川砂層）の厚さがせいぜい2～6m程度で，
　　谷埋め堆積物とは考えられなかったことによる。また利根川下流部（江戸崎東方）では竜ケ崎砂層が下
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下総台地南部，木更津一千葉付近の下末吉面と小原台面
　　位の成田層と指交関係にあると考えたが，銚子付近でも下総上位面と下位面の区別で明瞭である（竹内
　　ほか，1976）ので，この考えは修正されなければならない。
〈10）　上総丘陵に近い木更津市八方台付近や袖ケ浦町柏橋付近の下総下位面ではOPが砂や粘土に挾まれて
　　水中堆積相を示すことがある。これは山麓付近では河川の影影をより遅くまで受けていたことを示して
　　いる。
（11）　なおMachida（1975）は下末吉面と小原台面の間にさらに引橋面を設定した。しかし下総台地では引
　　橋面に相当するものは発見されていない。下総台地ではKmP－1のテフラ降下期はむしろ低海面期にあ
　　たる。
（12）花粉・胞子化石の分析方法：試料59をKOH（水酸化カリウム）で約30分間煮沸し・KOH可溶部
　　をすてる。水洗した後，HF（フッ化水素）でケイ酸塩鉱物を溶かす。　HNO3：HC1：H20＝1：1：1に
　　て処理した後，水洗を充分に行いプレパラートに封入する。なお，シルトおよび粘土の含まれる試料は
　　HFで最初に処理し，重液分離を行った。
（ユ3）杉原ほか（1978）により三舟山（海抜138m）の平坦面が小原台面であることが確認された。
（14）　これは菊地（1974）の描いた下総層群の構造等高線のパターンとかなり類似している。
（15）　木更津付近や姉崎付近の東京湾に臨む崖線に露出する木下層は，その最上部にKIP群のテフラがし
　　ばしば認められていることから，このような地帯では姉ケ崎層の堆積以前に受けた侵食の量は極めて小
　　さいと考えられる。しかし木更津市中尾付近や市原市不入斗付近ではTAu－12の直上に姉ケ崎層の基
　　底がくる。またさらに丘陵地に近くなると姉ケ崎層が木下層以下の地層を切る埋谷性の堆積物として認
　　められる。したがって姉ケ崎層は丘陵地に近いところでは木下層をはじめとする下位の地層を大きく侵
　　食し，その周辺部では木下層をおおうように堆積したものと考えられる。
　追　記
　この論文を投稿後，「関東地方における震源分布の地質学的意義（総合研究A，代表者：堀口万吉）」の研
究連絡誌，第1号（1978年3月）で菊地隆男氏が“常総粘土層”に関する見解を示していることを知った。
このなかで菊地氏は“常総粘土層”が下総上位面に分布することを指摘しているが，筆者は下総下位面で竜
ケ崎砂層をおおう下末吉n一ム層（層位的にはほぼPm－1以上）を“常総粘土層”と定義したのであり，
単に下末吉ローム層起源の火山灰質粘土を“常総粘土層”とよんだのではない。下末吉ローム層起源の火山
灰質粘土が，すべて水中堆積物とは考えられないことについては，地形面の相互関係や珪藻分析の結果から
みて明らかである。筆者は新宿駅西口の高層ビル工事現場（淀橋台）で明らかに陸上堆積と考えられる下末
吉ローム層が，分布高度とは関係なしにオリーブ～黄灰色の火山灰質粘土（渋谷粘土）に移り変わるのを観
察したことがある。下総台地における“常総粘土層”の形成条件については，今後とも検討すべき点はある
が，筆者の“常総粘土層”にたいするこれまでの見解は，大きく間違ったものではないと考えている。なお
関東新生代構造研究グループ（1977）が指摘した下総台地のブロック運動は，地形面の違いや地形面のオリ
ジナルな起伏（かつての海底面や河床面が全く水平であったとは考えられない）を無視して，“常総粘土層”
上限の高度を，実際の地形を考えないで連ねた等高線をもとに想定したもので，2．5万分の1地形図の読図
を充分に行えば，それだけで否定されるものである。
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Shimosueyoshi
part
Stages　and　Obaradai　Stages　in　the
of　the　Shim6sa　Upland，　Kanto　Plain
outher
Shigeo　Sugihara
　　　　The　ailn　of　this　study　is　to　explain　the　Late　Quaternary　glacio－eustatic　sea・1evel　changes
by　means　of　tephrostratigraphic　correlation　of　terraces　and　sediments　in　the　southern　part　of
the　Shim6sa　Upland．　The　results　are　summarised　as　follows．
　　　　1）　Landform　surfaces　of　this　region　can　be　divided　into　Shim6sa　Upper　Terraces　and
Shim6sa　Lower　Terraces．　Both　of　the　terraces　are　covered　with　volcanic　ash　layers（so－called
Kanto　Loam）．
　　　　2）　Shim6sa　Upper　Terraces　are　coastal　plains　formed　by　marine　strata，　named　Kioroshi
Formation．　Shim6sa　Lower　Terraces　are　deltic　plains　comprising　sand　and　mud．　This　deposits
are　named　Anegasaki　Formation．
　　　　3）With　many　tephras　as　a　key　bed，　a　c。rnparison　is　made　with　surrounding　terraces．
Shim6sa　Upper　Terraces　are　forrned　during　the　regressive　stage　imlnediately　after　the
Shimoslleyoshi　high　sea－level　stage（ca．130000－140000　YBP）．　After　the　Shimosueyoshi　stage，
Anegasaki　Formation　is　depQsits　during　the　Obaradai　transgressive　stage（ca．80000－100000
YBP）．
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